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　ウラクロシジミIratsume orsedice （Butler） はシジミ
チョウ科に属する小型のチョウである．本種は渓谷沿
いの落葉広葉種林や，地域によっては丘陵地～低山
地の照葉樹林にも生息し，幼虫はマンサクHamamelis 

japonicaや マ ル バ マ ン サ クHamamelis japonica f. 
obtusataを食草としている．国内では，北海道（渡島
半島南部），本州，四国，九州，南西諸島に分布して
いるが，生息地は局所的である（日本チョウ類保全協
会，2019）．
　福井県内では，古くは1933年に敦賀市の旧敦賀郡
東浦村での採集記録があり（福井縣博物学会， 1938），
比較的近年では1993年に大野市南六呂師，1992年に美
浜町新新庄，大野市大谷などで採集記録が残っている

（下野谷・浅野， 1998）．
　福井市八幡山では2016年～2017年の調査により37種
のチョウが記録されている（梅村， 2017）が，ウラク
ロシジミの記録はなく，その他の文献においても八幡
山での過去の記録は見当たらない．筆者らは，これま
で記録のなかった福井市八幡山において本種を採集し
たので，下記の通り報告する．

ウラクロシジミ Iratsume orsedice （Butler）
福井県福井市八幡山，1♂，18-VI-2022，吉田理玖
採集・保管（図1，2）

　本種を採集したのは，八幡山展望台の手前の車道脇
の地点である．13時頃に道路を歩いていたところ，大
きなミズキCornus controversaの木の比較的低い位置の
枝葉上に静止していた本種を見つけて捕虫網で採集し
た．
　本種は森林伐採や植林などの影響で全国的に見ると
生息地は減少傾向にあるとされるが（日本チョウ類保
全協会，2019），市街地に囲まれた八幡山で本種が定

着しているとすれば，貴重な生息地といえる．街中に
残された場所における本種の生息状況を明らかにする
ため，今後の調査の継続が必要である．
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図1．八幡山で見つかったウラクロシジミ
　　 （福井市八幡山，2022-Ⅵ-18，吉田竜大撮影）

図2．八幡山で採集したウラクロシジミの♂
　　 （福井市八幡山，2022-Ⅵ-18，吉田理玖採集・保管）
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